


















































2．日本国憲法 25 条，9 条，24 条の意義──反「暴力」社会の基本原理






の生存権とその保障義務が国にあることを明記した憲法 25 条と，戦争放棄を明記した 9 条のい
ずれもが危機に瀕している今日，改めて社会保障とファシズムの関係を振り返っておきたい。









































































































ところで，わが国の 1960 年代後半から 70 年代の障害者運動の特徴は，自らが慈恵的保護の対
象ではなく権利主体として，「人間としての尊厳」の実現を掲げた人権運動として展開した点に
見出せる。そのシンボルは次の 3 つの運動である。1 つは，全盲で離別母子世帯の母である堀木
文子さんの，生存権の平等保障を求めた堀木訴訟（1970 年～1982 年），第 2 は，障害をもつ子ら












「共作連」は結成 10 年後に『ひろがれ共同作業所』（ぶどう社，1987 年）を出版し，共同作業所
運動の特徴と性格について，次の 4 点にまとめている。





















































































































































































































本稿は，日中韓の研究者による 3 か年の共同研究の総括シンポジウム（2019 年 12 月 15 日）での報告に加
筆修正を行ったものである。
（すずき つとむ 共同研究研究員／佛教大学社会福祉学部教授）
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